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有
為
会
の
近
況 

 
 

 

 
 創

立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
： 

創
立
１
３
０

周
年
に
あ
た
る
２
０
１
９
年
を
目
前
に
し
て
、

有
為
会
は
昨
年
、「
創
立
百
三
十
周
年
活
動
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
決
定
し
、
そ
の
内
容
は
会
誌
６
８

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
念
事
業
の
第

一
弾
と
し
て
「
置
賜
地
区
高
校
生
『
地
域
と
私

た
ち
の
未
来
を
考
え
る
』
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
既
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
置
賜
地
区
か
ら
若
者
の
流
出
が
続

く
中
、
高
校
２
年
生
に
地
域
の
将
来
と
自
分

た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い
と
の

思
い
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
コ
ン
テ
ス

ト
の
優
秀
論
文
集
を
会
員
に
お
送
り
し
ま
し

た
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

        

仙
台
興
譲
館
の
改
修
： 

 

 
昨
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
で
、
仙
台
興
譲
館

で
一
名
の
寮
生
が
体
調
を
崩
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
事
態
に
、
支
部
は
記
念
事
業
の
寮

改
修
に
お
け
る
空
調
設
置
の
優
先
順
位
を
再

検
討
す
る
こ
と
を
決
定
、
昨
年
１
１
月
発
行

の
２
０
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

空
調
に
詳
し
い
加
川
巌
理
事
（
支
部
建
築
委

員
会
委
員
長
）
が
、
寮
室
に
入
り
こ
む
熱
量
の

解
析
を
行
っ
た
結
果
、
外
か
ら
室
内
に
入
る

熱
の
大
半
が
窓
か
ら
侵
入
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
空
調
器
を
設
置
す
る
代
わ
り
に

内
窓
を
設
置
す
る
こ
と
に
計
画
を
変
更
し
ま

し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
懸
念
さ
れ
た

寮
生
の
電
気
料
の
負
担
増
が
避
け
ら
れ
る
と

同
時
に
、
省
エ
ネ
に
も
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
設
置
は
６
月
末
ま
で
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。 

  

今
春
の
仙
台
興
譲
館
・
東
京
興
譲
館
の
入
寮

生
０
： 

 

今
期
３
１
年
春
は
入
寮
者
ゼ
ロ
の
結
果
に

終
わ
り
、
現
在
の
寮
生
数
は
留
学
中
の
１
名

を
含
め
て
１
１
名
（
定
員
１
５
名
）
で
す
。
近

年
の
入
寮
者
数
は
、
相
部
屋
の
可
能
性
を
残

し
て
募
集
し
た
２
６
年
春
は
０
で
し
た
が
、

個
室
明
記
で
募
集
し
た
翌
２
７
年
春
以
降
は
、

２
７
年
４
名
、
２
８
年
６
名
、
２
９
年
４
名
と

順
調
で
、
２
８
、
２
９
年
は
満
室
を
達
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
３
０
年
は
入
寮
者
数
１
名

だ
け
で
、
１
名
の
欠
員
を
生
じ
、
今
年
に
復
活

を
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
非
常
に
残
念
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
興
譲
館
も
入
寮
者

が
０
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
過
去
に

な
く
、
事
態
を
重
視
し
た
育
英
事
業
部
は
、
原

因
究
明
の
た
め
高
校
へ
の
調
査
を
始
め
て
い

ま
す
。 

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 
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今
後
５
カ
年
の
活
動
の
目
標
・
計
画
の
実

現
に
必
要
な
資
金
獲
得
の
た
め
に
、「
百
三

十
周
年
記
念
事
業
募
金
」
を
実
施
中
で
す
。

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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令
和
元
年
度
支
部
通
常
総
会
・
講
演
会
・
懇
親

会
の
開
催
に
つ
い
て
： 

 

創
立
１
３
０
周
年
に
あ
た
る
令
和
元
年
度

の
支
部
総
会
と
講
演
会
及
び
懇
親
会
は
来
る

６
月
１
日
（
土
）
に
仙
台
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
「
創
立
１
３
０

周
年
活
動
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
大
滝
則
忠
会
長
が
記
念
講
演

の
講
師
を
引
き
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
支
部
会

員
と
の
対
話
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
[

総
会] 

１
５
時
か
ら
：
３
０
年
度
事
業
報

告
、
決
算
・
３
１
（
令
和
元
）
年
度
事
業
計
画
、

予
算
等
を
審
議
し
ま
す
。 

 
[

講
演
会]  

１
６
時
２
０
分
か
ら
： 

 

講
演
題
目
：「
米
沢
有
為
会
の
縁
」 

講
師 

大
滝
則
忠
氏 

米
沢
有
為
会
会
長
、

前
国
立
国
会
図
書
館
館
長 

略
歴
：
昭
和
１
９
年
川
西
町
玉
庭
生
ま
れ
。
米

沢
興
譲
館
高
等
学
校
卒
。
東
京
教
育
大
学
文

学
部
（
社
会
科
学
科
法
律
学
専
攻
）
卒
業
後
国

立
国
会
図
書
館
に
就
職
し
副
館
長
で
退
職
。

東
京
農
業
大
学
教
授
、
平
成
２
４
年
か
ら
２

８
年
国
立
国
会
図
書
館
長
。
平
成
２
９
年
米

沢
有
為
会
会
長
。 

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

日
本
発
禁
書
総
目
録
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

講
演
要
旨
： 

米
沢
有
為
会
創
立
１
３
０
周

年
を
寿
ぎ
、
育
英
団
体
に
集
う
同
志
の
縁
を

考
え
る
。
今
か
ら
１
３
０
年
前
の
在
京
学
生

会
か
ら
始
ま
り
、
全
国
的
な
置
賜
同
郷
人
団

体
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
同
郷
若
人
を
経
済
的

に
支
援
す
る
育
英
団
体
と
し
て
発
展
す
る
基

盤
に
は
、
郷
土
愛
に
立
脚
し
、
会
員
同
士
が
率

直
に
交
流
し
て
切
磋
琢
磨
す
る
す
ば
ら
し
い

伝
統
が
あ
る
。
無
私
の
奉
仕
精
神
で
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
る
諸
先
輩
の
背
中
か
ら
多
く

を
学
び
、
専
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
成
り

立
つ
育
英
団
体
の
今
後
に
つ
い
て
語
り
た
い
。 

 
[

懇
親
会] 

１
８
時
か
ら
： 

大
滝
会
長
を

囲
ん
で
の
懇
親
会
は
初
め
て
で
す
。
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 
令
和
元
年
度
有
為
会
定
時
総
会
に
つ
い
て
： 

 

今
年
度
の
定
時
総
会
は
６
月
２
２
日
（
土
）

に
東
京
第
一
ホ
テ
ル
米
沢
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

総
会
終
了
後
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
６
月
初
旬
に
お
手
元
に
届
く
会
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
里
帰
り
と
組
み
合
わ
せ

る
な
ど
し
て
、
ご
出
席
を
お
考
え
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
総
会
の
成
立
に
は

正
会
員
の
１
／
２
の
出
席
が
必
要
で
す
の
で
、

欠
席
さ
れ
る
正
会
員
は
、
後
日
議
案
書
と
と

も
に
送
付
さ
れ
る
議
決
権
行
使
書
（
委
任
状
）

を
必
ず
提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

支
部
理
事
会
（
３
０
年
１
２
月
以
降
） 

３
０
年
度
第
３
回
理
事
会 

３
１
年
１
月
１ 

９
日
（
土
） 

 

 

議
題
：
・
仙
台
寮
改
修
計
画
の
修
正 

・
３

０
年
度
支
部
総
会
関
連（
開
催
日
・
場
所
、

講
演
会
講
師
の
選
定
） 

３
１
年
度
第
１
回
理
事
会 

３
１
年
４
月
２

８
日
（
日
） 

 

議
題
： 

３
０
年
度
業
務
報
告
・
決
算
、
３

１
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、
仙
台
寮
改
修
計

画
の
修
正
、
総
会
と
関
連
行
事
、
会
員
異
動
、

役
員
改
選 

                

（
支
部
長 

甲 

國
信
） 

 

      

 

会
員
の
コ
ー
ナ
ー 

 

老
年
ラ
イ
ダ
ー
の
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤
光
広 

 

「
書
い
た
、
愛
し
た
、
生
き
た
」 

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
墓
碑
銘 

 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

ス
ロ
ッ
ト
ル
を
回
す
と
速
度
計
の
針
は
１

２
０
㎞
を
超
え
、
地
響
き
の
よ
う
な
排
気
音

が
車
体
を
震
わ
す
。
力
強
く
加
速
し
て
な
お

余
裕
で
あ
る
。
体
に
響
く
振
動
を
心
地
よ
く

感
じ
な
が
ら
、
福
島
の
飯
坂
温
泉
へ
と
向
か

う
。
バ
イ
ク
と
体
が
一
体
と
な
っ
た
快
感
を

感
じ
つ
つ
高
速
道
を
走
り
続
け
た
。
晴
れ
渡

っ
た
秋
の
日
、
愛
馬
を
駆
っ
て
寮
の
同
窓
会

に
参
加
し
た
。
昨
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

 ハ
ー
レ
ー
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ 

大
型
バ
イ
ク
好
き
に
は
大
き
く
分
け
て
２

種
類
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ハ
ー
レ
ー
派
と
Ｂ

Ｍ
Ｗ
派
で
あ
る
。
前
者
は
自
分
流
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
た
２
気
筒
の
爆
発
音
を
こ
よ
な
く

愛
し
、
体
に
響
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
エ
ン
ジ
ン

音
に
浸
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
走
る
の
が
好

き
で
あ
る
。
後
者
は
瀟
洒

し
ょ
う
し
ゃ

な
ス
タ
イ
ル
の
マ

 

次
回
２
２
号
の
発
行
は
年
末
１
２
月
、

「
会
員
の
コ
ー
ナ
ー
」
に
是
非
原
稿 

旅
行
記
・
随
筆
・
随
想
・
趣
味
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

３１年度第１回理事会 
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シ
ー
ン
で
、
何
よ
り
も
ス
マ
ー
ト
に
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
疾
走
す
る
こ
と
を
好
む
。
求
め

る
も
の
が
全
く
違
う
の
だ
。 

レ
ト
ロ
で
Ｓ
Ｌ
め
い
た
ハ
ー
レ
ー
の
車
体

は
ま
さ
に
「
鉄
馬
」
で
あ
り
、
ラ
イ
ダ
ー
は
ア

メ
リ
カ
西
部
の
カ
ウ
ボ
ー
イ
を
髣
髴

ほ
う
ふ
つ

と
さ
せ

る
。
ド
コ
ド
コ
走
り
な
が
ら
風
景
と
同
化
し
、

そ
の
空
気
を
楽
し
む
の
が
無
上
の
喜
び
で
あ

る
。
し
か
し
、
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
れ
ば
鉄
の
塊

と
化
し
て
恐
ろ
し
く
重
い
。
車
を
止
め
る
場

所
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
。
乗
り
始
め

て
間
も
な
い
頃
、
何
気
な
く
止
め
た
と
こ
ろ

が
傾
斜
地
で
、
人
の
助
け
を
借
り
て
よ
う
や

く
抜
け
出
し
た
思
い
出
が
あ
る
。 

Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
バ
イ
ク
は
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
詰
め
込
ん
だ
車
体
で
、
洗
練
さ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
が
か
っ
こ
い
い
。
ハ
ー
レ
ー
に
は
な

い
都
会
的
な
セ
ン
ス
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
製
の

車
体
は
重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
軽
や
か
な
発

進
と
、
な
め
ら
か
な
加
速
が
身
上
だ
。
ハ
ー
レ

ー
好
き
の
私
だ
が
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
１
６
０
０
Ｇ
Ｔ

Ｌ
は
本
当
に
心
惹
か
れ
る
。 

で
は
何
故
、
私
は
ハ
ー
レ
ー
に
乗
る
の
か
。

Ｂ
Ｍ
Ｗ
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
は
４
気
筒
な
い

し
６
気
筒
で
あ
り
、
回
転
は
な
め
ら
か
、
エ
ン

ジ
ン
音
は
静
か
で
ブ
ー
ン
と
モ
ー
タ
ー
を
思

わ
せ
る
。
私
に
と
っ
て
バ
イ
ク
と
い
う
よ
り

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
だ
。
こ
れ
で
は
心
が

躍
ら
な
い
。 

 

一
方
ハ
ー
レ
ー
は
２
気
筒
の
エ
ン
ジ
ン
か

ら
溢
れ
だ
す
生
命
体
の
よ
う
な
鼓
動
が
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
心
地
よ
く
体
を
包
ん
で
く

れ
る
。
こ
の
音
が
私
の
バ
イ
ク
の
原
点
で
あ

る
。
１
９
７
０
年
に
日
本
で
上
映
さ
れ
た
「
イ

ー
ジ
ー
ラ
イ
ダ
ー
」
と
い
う
映
画
が
若
者
の

心
を
と
ら
え
た
。
私
は
大
学
生
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
広
大
な
大
地
を
駆
け
抜
け
る
ハ
ー

レ
ー
の
姿
が
多
く
の
若
者
の
心
に
焼
き
つ
い

た
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
日

本
は
高
度
成
長
期
の
終
わ
り
を
迎
え
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
ド
イ
ツ
を
抜
き
世
界
第
２
位
へ
と
駆
け

上
が
っ
た
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
日

本
人
に
と
っ
て
ハ
ー
レ
ー
は
ま
だ
ま
だ
高
嶺

の
花
で
あ
っ
た
。
２
０
０
２
年
の
「
モ
ー
タ
ー

サ
イ
ク
ル
・
ダ
イ
ア
リ
ー
ズ
」
と
い
う
映
画
も

あ
っ
た
。
医
学
生
だ
っ
た
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
が
友

人
と
ボ
リ
ビ
ア
を
バ
イ
ク
で
旅
行
し
た
「
モ

ー
タ
サ
イ
ク
ル
南
米
旅
行
記
」
が
原
作
で
あ

る
。
こ
ち
ら
は
イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ー
ト
ン
製
オ

ン
ボ
ロ
の
バ
イ
ク
だ
が
、
ど
こ
か
ハ
ー
レ
ー

に
似
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。 

 

私
の
バ
イ
ク
歴 

私
は
学
生
時
代
に
寮
の
先
輩
の
バ
イ
ク
を

借
り
、
澱
橋
近
く
の
河
川
敷
で
練
習
を
し
た
。

１
２
５
㏄
の
バ
イ
ク
で
、
当
時
車
体
は
鋳
物

で
で
き
て
い
た
か
ら
重
か
っ
た
。
そ
れ
で
も

急
ブ
レ
ー
キ
で
１
８
０
度
タ
ー
ン
、
前
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
急
発
進
で
１
８
０
度
タ
ー
ン
な

ど
の
練
習
を
や
っ
た
り
し
た
。
学
生
時
代
は

試
験
勉
強
が
得
意
だ
か
ら
筆
記
試
験
は
難
な

く
通
過
し
た
が
、
実
技
試
験
は
１
度
目
が
予

行
演
習
の
よ
う
な
も
の
で
、
２
度
目
で
通
過

し
た
。
そ
の
頃
の
バ
イ
ク
免
許
は
各
自
が
練

習
し
て
直
接
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
受
験
、

限
定
な
し
で
大
型
も
乗
れ
る
免
許
だ
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
バ
イ
ク
は
、
カ
ワ
サ
キ
、
ホ
ン
ダ
、

ヤ
マ
ハ
の
５
０
～
４
０
０
㏄
バ
イ
ク
を
何
台

乗
り
換
え
た
だ
ろ
う
か
。
通
勤
に
利
用
し
て

い
た
の
で
、
バ
イ
ク
は
私
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
相
棒
で
あ
る
。
娘
達
を
保
育
園
に
送
り

迎
え
す
る
の
も
バ
イ
ク
。
小
さ
い
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
せ
、
帯
で
結
わ
え
て
う
し
ろ
に
座

ら
せ
て
の
送
り
迎
え
で
あ
る
。
ホ
ン
ダ
の
ビ

ッ
グ
ス
ク
タ
ー
・
フ
ォ
ル
ツ
ァ
は
２
０
年
で

８
万
㎞
乗
っ
た
。
２
０
１
７
年
夏
、
こ
の
バ
イ

ク
は
高
速
道
路
上
で
動
か
な
く
な
り
バ
イ
ク

店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
店
の
人
に

「
こ
ん
な
に
長
く
乗
っ
た
バ
イ
ク
は
見
た
こ

と
が
な
い
。」
と
あ
き
れ
ら
れ
た
。
後
継
の
街

乗
り
バ
イ
ク
に
、
ヤ
マ
ハ
の
マ
ジ
ェ
ス
テ
イ

ー
Ｓ
選
び
、
今
も
健
在
で
あ
る
。 

 ハ
ー
レ
ー
を
買
う 

ハ
ー
レ
ー
を
手
に
入
れ
る
き
っ
か
け
は
、

姜
尚
中
氏
の
特
集
雑
誌
を
読
ん
で
い
た
妻
が

「
姜
さ
ん
が
ハ
ー
レ
ー
乗
り
た
い
そ
う
だ

よ
。」
と
い
う
一
言
で
あ
る
。「
私
も
乗
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
。」
と
私
。「
姜
さ
ん
が

乗
り
た
い
と
い
う
か
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

と
妻
が
言
う
。
思
い
が
け
な
い
言
葉
に
心
が

躍
り
、
早
速
バ
イ
ク
店
へ
。
か
な
り
い
い
加
減

な
動
機
で
あ
る
。
し
か
し
、
気
に
な
る
の
が

「
ハ
ー
レ
ー
は
故
障
が
多
く
修
理
費
が
高
い
。

燃
費
が
悪
い
」
と
い
う
風
評
で
あ
る
。
店
の
ス

タ
ッ
フ
に
聞
い
て
み
る
と
「
今
は
性
能
が
良

く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
故
障
は
な
い
で
す
。
部
品

は
高
い
で
す
け
ど
ね
。
燃
費
は
高
速
道
で
走

っ
て
確
か
め
て
い
ま
す
。
遠
乗
り
す
れ
ば
リ

ッ
タ
ー
２
０
㎞
走
り
ま
す
よ
。
イ
ン
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
で
燃
料
の
噴
射
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
昔
と
は
全
く
違
い

ま
す
。」
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
信
頼
で
き
そ

う
な
ス
タ
ッ
フ
の
話
に
納
得
し
購
入
を
決
め

た
。
車
種
は
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ソ
フ
テ
イ
ル
ク
ラ

ッ
シ
ッ
ク
１
６
０
０
、
２
０
１
１
年
２
月
に

契
約
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
直
前
で
あ
る
。

３
月
１
１
日
午
後
２
時
４
６
分
、
千
年
に
一

度
の
大
地
震
が
東
北
を
襲
っ
た
。
バ
イ
ク
店

は
激
し
く
揺
れ
、
多
く
の
バ
イ
ク
が
倒
れ
て

大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
影
響

で
引
き
渡
し
は
大
幅
に
遅
れ
４
月
と
な
っ
た
。

４
月
下
旬
よ
う
や
く
バ
イ
ク
を
受
け
取
り
、

店
の
前
の
バ
イ
パ
ス
道
に
出
た
が
、
車
が
多

い
う
え
に
車
体
も
ハ
ン
ド
ル
も
重
く
勝
手
が

違
う
。
初
め
て
の
運
転
で
緊
張
し
、
そ
の
ま
ま

１
０
キ
ロ
ぐ
ら
い
直
進
北
上
し
て
、
よ
う
や

く
左
折
す
る
決
心
が
つ
き
家
に
戻
る
こ
と
が

出
来
た
。
長
い
長
い
回
り
道
で
あ
っ
た
。
あ
の

時
の
緊
張
感
が
懐
か
し
い
。 
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バ
イ
ク
の
面
白
さ
は
？ 

「
バ
イ
ク
は
雨
の
日
や
冬
は
大
変
で
す

ね
。」
と
言
わ
れ
る
が
あ
ま
り
苦
労
と
は
感
じ

て
い
な
い
。
自
動
車
を
運
転
す
る
人
な
ら
、
雨

の
日
や
か
ん
か
ん
照
り
の
日
に
快
適
な
車
内

を
捨
て
て
バ
イ
ク
に
乗
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

バ
イ
ク
し
か
乗
れ
な
い
身
に
選
択
肢
は
な
い
。

覚
悟
が
出
来
て
い
る
か
ら
雨
も
暑
さ
も
味
わ

え
ば
面
白
い
。
不
便
さ
は
工
夫
す
る
面
白
さ

が
あ
る
。
何
し
ろ
バ
イ
ク
は
３
６
０
度
の
体

感
で
あ
る
。
特
に
田
舎
道
や
小
さ
な
街
を
走

っ
て
い
る
と
き
は
、
自
然
や
街
に
と
け
こ
ん

で
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
風
を
感
じ
、
に
お
い

を
感
じ
、
街
の
空
気
、
生
活
の
匂
い
を
感
じ
る
。

五
感
を
総
動
員
し
て
の
走
り
だ
。
私
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
「
新
日
本
風
土
記
」
が
好
き

で
よ
く
見
て
い
る
が
、
あ
の
番
組
を
追
体
験

し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
。 

高
速
道
は
目
的
地
に
着
く
ま
で
の
時
間
短

縮
と
信
号
の
な
い
快
適
さ
、
疾
走
す
る
楽
し

み
に
向
い
て
い
る
が
、
風
景
は
ど
こ
も
同
じ

で
面
白
味
が
な
い
。
ハ
ー
レ
ー
に
乗
る
と
き

は
、
全
身
で
自
然
に
浸
り
な
が
ら
一
般
道
、
生

活
道
を
走
る
の
が
面
白
い
。
ゆ
っ
た
り
走
る

姿
は
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
あ
る
、
と
ナ
ル

シ
ズ
ム
に
酔
い
た
く
な
る
。 

 
バ
イ
ク
の
旅 
 

２
０
１
２
年
の
夏
に
妻
を
乗
せ
て
東
日
本

大
震
災
か
ら
１
年
後
の
被
災
地
巡
り
を
し
た
。

石
巻
か
ら
海
岸
沿
い
に
女
川
、
雄
勝
、
南
三
陸

町
、
そ
し
て
気
仙
沼
の
大
島
へ
渡
る
。
大
島
の

民
宿
に
泊
ま
り
翌
日
は
気
仙
沼
か
ら
陸
前
高

田
、
大
船
渡
、
釜
石
、
浄
土
ヶ
浜
、
２
日
目
は

宮
古
に
泊
ま
り
、
翌
朝
早
く
に
田
老
地
区
の

防
潮
堤
と
街
の
無
残
な
光
景
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
被
災
地
の
ガ
レ
キ
が
片
づ
け
ら
れ

ひ
と
区
切
り
つ
い
て
い
た
が
、
傷
跡
は
生
々

し
く
復
旧
復
興
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。
三
陸
海
岸
は
リ
ア
ス
式
地
形

で
小
さ
な
入
り
江
が
多
く
、
い
ず
れ
も
津
波

で
家
々
が
流
さ
れ
土
台
だ
け
が
残
る
痛
々
し

い
有
り
様
だ
っ
た
。
大
き
な
湾
の
被
害
は
報

道
さ
れ
る
が
、
小
さ
な
入
り
江
の
被
害
は
ニ

ュ
ー
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
小
さ
な
入

り
江
の
集
落
に
も
確
か
に
人
々
の
営
み
が
あ

っ
た
の
だ
。
そ
れ
ら
が
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う

に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。
心
痛
む

風
景
で
あ
っ
た
。
宮
古
か
ら
盛
岡
、
そ
し
て
仙

台
に
戻
っ
た
。
一
周
８
０
０
㎞
の
ツ
ー
リ
ン

グ
と
な
っ
た
。
娘
を
乗
せ
南
三
陸
町
と
閖
上

の
被
災
地
を
訪
れ
る
機
会
も
あ
っ
た
。
車
体

は
３
５
０
㎏
以
上
あ
り
、
後
ろ
に
一
人
載
せ

て
も
一
人
の
時
と
走
り
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
。
エ
ン
ジ
ン
を
ふ
か
せ
ば
、
大
き
な
ス
ト

ラ
イ
ド
で
ゆ
っ
た
り
走
る
走
者
の
よ
う
に
加

速
す
る
。
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
時
、
初
め
て
背

中
に
人
の
重
さ
を
感
じ
た
。 

そ
の
後
も
、
毎
年
妻
を
乗
せ
て
復
興
す
る

被
災
地
を
訪
れ
た
。
毎
年
毎
年
嵩
上
げ
工
事

が
進
み
、
街
の
風
景
は
様
変
わ
り
し
て
い
く
。

長
大
な
防
潮
堤
は
人
々
の
目
か
ら
海
を
隔
て
、

海
を
遠
ざ
け
て
い
る
。
住
ん
で
い
た
人
た
ち

に
と
っ
て
、
は
た
し
て
こ
れ
が
故
郷
と
な
る

の
だ
ろ
う
か
、
望
ん
で
い
た
復
興
の
形
な
の

だ
ろ
う
か
。
復
興
商
店
街
の
ざ
わ
め
き
を
聞

き
な
が
ら
思
っ
た
。 

 

よ
く
知
ら
れ
た
詩
を
ひ
と
つ 

 

 

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
川
和
江 

 

あ
ら
せ
い
と
う
の
花
の
よ
う
に 

 

白
い
葱
の
よ
う
に 

 

束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い 

わ
た
し
は
稲
穂 

 

秋 

大
地
が
胸
を
焦
が
す 

 

見
渡
す
か
ぎ
り
の
金
色
の
稲
穂 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
略 

 

わ
た
し
を
名
付
け
な
い
で 

 

娘
と
い
う
名 

妻
と
い
う
名 

 

重
々
し
い
母
と
い
う
名
で
し
つ
ら
え
た 

座
に 

 

坐
り
き
り
に
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い 

 

わ
た
し
は
風 

 
 

り
ん
ご
の
木
と 

 
 

泉
の
あ
り
か
を
知
っ
て
い
る
風 

 
 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
略 

 
 

 

い
い
年
を
し
て
、
年
甲
斐
も
な
く
、
も
う
年

だ
か
ら
、
あ
る
い
は
役
割
や
地
位
で
人
を
束

ね
な
が
ら
判
断
し
た
が
る
。
し
か
し
、
年
の
取

り
方
、
人
生
の
過
ご
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
全

く
違
う
も
の
で
あ
る
。
年
令
と
共
に
体
は
痛

ん
で
く
る
が
、
人
生
は
そ
の
人
の
心
の
あ
り

よ
う
で
大
き
く
変
わ
る
。
私
は
年
令
で
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
狭
め
ず
、「
年
甲
斐
も
な

く
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
も
挑
戦
す
る
覚
悟

だ
。
人
生
は
死
ぬ
ま
で
自
分
の
も
の
で
あ
る
。

他
の
人
と
一
緒
に
束
ね
ら
れ
て
た
ま
る
も
の

か
。
今
日
を
、
今
を
、
生
き
生
き
で
き
る
時
間

に
し
た
い
。
そ
の
思
い
が
ハ
ー
レ
ー
へ
と
誘

う
。
い
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
鉄
馬
に
ま
た

が
っ
て
ど
こ
へ
行
こ
う
か
と
心
騒
ぐ
。
命
と

は
一
人
一
人
に
与
え
ら
れ
た
時
間
で
あ
る
。 

（
青
葉
区
在
住
・
支
部
理
事
・
１
９
６
７
年

興
譲
館
高
校
卒
業
） 

 

 
愛車ハーレーと筆者 



第 21 号                               令和元年 5 月 12 日 

  - 5 - 

仙
台
支
部
年
間
行
事
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
仙
台
興
譲
館
行
事 

 

※
４
月
７
日
（
日
）
大
掃
除
・
寮
生
総
会 

■
４
月
１
３
日
（
土
） 

※
春
の
交
流
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：

仙
台
興
譲
館
）  

■
４
月
２
８
日
（
日
） 

・
第
１
回
理
事
会 

■
６
月
１
日
（
土
）  

令
和
元
年
度
仙
台
支
部
通
常
総
会
（
仙
台
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル2

6
1
-5

7
1
1

県
庁
裏
）  

・
１
６
時
～
１
７
時  

支
部
講
演
会
１
７
時
〜
１
７
時
５
０
分 

・
１
８
時
よ
り 

懇
親
会 

※
６
～
７
月
前
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
行
事  

■
６
月
２
２
日
（
土
）  

令
和
元
年
度
米
沢
有
為
会
定
時
総
会 

・
会
場
：
東
京
第
一
ホ
テ
ル
米
沢  

■
８
月
５
日(

月) 

夏
の
交
流
会
（
七
夕
前
夜
祭
・
広
瀬
川
原
花

火
鑑
賞
会
）
（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
屋
上
）  

（
会
場
が
手
狭
な
こ
と
か
ら
、
本
行
事
の
案
内

は
、
過
去
の
参
加
者
と
参
加
希
望
者
に
限
ら
せ

て
頂
き
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
方
は 

７
月
２
２
日
ま
で
に
、
事
務
局
（T

e
l
/
F
a
x
 

0
2
2
-
2
2
2
-
4
7
9
0
)
 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
）  

※
９
月
２
９
日
（
日
） 

大
掃
除
・
寮
生
総

会  

■
１
０
月
５
日
（
土
）  

秋
の
交
流
会
（
芋
煮
会
）
（
会
場
： 

寮
近

く
の
牛
越
橋
下
広
瀬
河
畔
）  

■
１
１
月 

第
２
回
理
事
会 

※
１
１
月 

後
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ 

ン
行
事  

■
１
２
月
１
４
日
（
土
）  

※
忘
年
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：
仙
台

興
譲
館
）  

※
１
２
月
下
旬 

第
一
次
入
寮
面
接  

※
１
月
１
４
日
（
月
）
ど
ん
と
祭  

■
１
月
１
８
日
（
土
）  

※
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ
（
寮
生
会  

主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館  

■
２
月 

第
３
回
理
事
会 

※
２
～
３
月 

温
泉
旅
行
又
は
食
事
会  

※
３
月
上
旬 

第
二
次
入
寮
面
接 

※
３
月
中
旬 
第
三
次
入
寮
面
接  

※
３
月 

末
日 
寮
生
総
会 

 

仙
台
興
譲
館
だ
よ
り 

 

仙
台
興
譲
館
寮
生
名
簿 

小
形 

祥
史
（
東
北
福
祉
大
学
健
康
科
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
）[

米
沢
興
譲

館
Ｈ
２
９
卒]  

 

川
西
町
出
身 

梅
沢 

謙
吾 

（
東
北
大
学
経
済
学
部
３
） 

[

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
９
卒]  

 

米
沢
市
出
身 

留
学
中 

佐
藤 

大
貴 

(

東
北
工
業
大
学
工
学
部
情
報

通
信
工
学
科
３)  

 [

米
沢
工
業
Ｈ
２
９
卒] 

高
畠
町
出
身 

渋
谷 

拓 

（
東
北
大
学
工
学
部
機
械
知
能

航
空
工
学
科
３
）[

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
９
卒]  

米
沢
市
出
身 

 

◎
令
和
元
年
度
前
期
寮
長 

島
貫 

英
佑 

（
東
北
文
化
学
園
大
学
医
療

福
祉
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
）

[

米
沢
東
Ｈ
２
９
卒]  

川
西
町
出
身 

伊
藤 

真
蒼(

東
北
大
学
工
学
部
化
学
・
バ
イ

オ
学
科
３)  [

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
８
卒] 

米
沢
市
出
身 

二
瓶 

太
陽(

東
北
福
祉
大
学
総
合
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
部
産
業
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

４)[

米
沢
東
Ｈ
２
８
卒]  

米
沢
市
出
身 

山
路 

啓
太(

東
北
大
学
法
学
部
４)[

米
沢
興

譲
館
Ｈ
２
８
卒]  

川
西
町
出
身 

 

山
本
慎
一
郎(

東
北
大
学
工
学
部
電
気
情
報
物

理
工
学
科
４)  

[

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
８
卒] 

米
沢
市
出
身 

坂
本 

雄
哉
（
東
北
大
学
歯
学
部
５
）  

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］ 

南
陽
市
出
身  

西
京 

毅
（
東
北
大
学
工
学
部
機
械
知
能
学

科
Ｍ
２
）
［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
５
卒
］ 

米
沢
市
出
身 

■
寮
母 

小
野
寺
眞
知
子
さ
ん 

 
卒
寮
生
の
進
路 

松
井 

結
大
（
東
北
福
祉
大
学
教
育
学
部
教

育
学
科
）
［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］  

米
沢
市
出
身 

 

就
職
先
：
福
島
県
立
小
学
校
講
師 

山
口 

憲
武 

（
東
北
大
学
文
学
部
人
文
社

会
学
科
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］  

米
沢
市
出
身 

 

就
職
先
：
山
形
県
立
高
校
日
本
史
講
師 

大
河
原
和
馬
（
東
北
大
学
経
済
学
部
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］ 

米
沢
市
出
身 

就
職
先
：
税
理
士
法
人 

豊
会
計
事
務
所 

 
 

 

行
事
報
告 

興
譲
館
寮
忘
年
会(

寮
生
会
主
催
） 

Ｈ
３
０
年
１
２
月
８
日 

参
加
者
：
会
員
１
１
名
寮
生
１
０
名 
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興
譲
館
寮
新
年
会(

寮
生
会
主
催
） 

Ｈ
３
１
年
１
月
１
９
日 

参
加
者
：
会
員
６
名
寮
生
１
２
名
＋
Ｈ
３
０

年
卒
寮
生
３
名 

 

珍
し
く
昨
年
卒
業
し
た
福
島
の
荒
井
洸
毅

君(

小
野
工
業
所)
、
東
京
の
平
駿
人
君(

（
株
）

コ
ム
チ
ュ
ア)

、
新
潟
の
宮
田
直
輝
君(

山
崎

製
パ
ン)

が
参
加
し
て
く
れ
た
。 

                

   

寮
の
庭
の
植
物 

 

イ
エ
ギ
ク
（
家
菊
）
の
話 

              

５
月
２
３
日
か
ら
寮
の
改
修
工
事
が
始
ま

り
、
わ
ず
か
な
庭
も
草
が
生
え
な
い
よ
う
な

工
事
が
行
わ
れ
る
の
で
、「
寮
の
植
物
シ
リ
ー

ズ
」
も
最
後
に
な
る
よ
う
だ
。 

 

２
年
前
の
１
７
号
で
春
の
花
サ
ク
ラ
に
つ

い
て
書
い
た
の
で
、
今
回
は
秋
の
花
キ
ク
に

つ
い
て
記
し
て
み
る
。 

昨
年
１
１
月
興
譲
館
寮
の
裏
庭
に
廻
っ
て

み
る
と
雑
草
の
中
に
黄
と
白
色
の
小
菊
が
咲

い
て
い
る
（
写
真
）。
今
年
は
裏
庭
の
草
刈
り

を
一
度
し
か
や
ら
な
か
っ
た
の
で
、
一
度
刈

っ
た
帰
化
植
物
の
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
の
葉
が

４
０
㎝
以
上
に
伸
び
て
繁
茂
し
て
い
る
。
小

菊
は
た
ぶ
ん
寮
生
は
植
え
な
い
と
思
う
の
で

以
前
の
寮
母
さ
ん
あ
た
り
が
植
え
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
植
え
た
草
本
と
し
て
他
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
ツ
ル
ニ
チ
ニ
チ
ソ

ウ
が
見
ら
れ
る
。 

万
葉
集
に
は
キ
ク
科
の
植
物
ウ
ハ
ギ
（
現

在
の
ヨ
メ
ナ
）、
ヨ
モ
ギ
な
ど
を
詠
ん
だ
歌
は

あ
る
が
、
皇
室
の
紋
章
に
も
な
っ
て
い
る
の

に
菊
を
詠
ん
だ
歌
は
全
く
な
い
（
平
安
時
代

に
編
纂
さ
れ
た
古
今
集
に
は
あ
る
と
い
う
）

の
は
不
思
議
で
あ
る
。
栽
培
さ
れ
て
い
る
キ

ク
は
野
生
の
ど
ん
な
種
類
の
キ
ク
か
ら
作
ら

れ
、
ま
た
い
つ
頃
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
興

味
を
そ
そ
ら
れ
た
。 

調
べ
て
み
る
と
、
保
育
社
の
植
物
図
鑑
を

書
い
た
北
村
四
郎
（
１
９
０
６
～
２
０
０
２

年
）
博
士
に
よ
れ
ば
、
栽
培
さ
れ
て
い
る
園
芸

種
の
キ
ク
は
中
国
に
自
生
す
る
シ
マ
カ
ン
ギ

ク
（
日
本
で
も
近
畿
以
西
に
分
布
）
と
チ
ョ
ウ

セ
ン
ノ
ギ
ク
が
交
配
し
た
雑
種
と
し
て
生
ま

れ
、
奈
良
時
代
の
こ
ろ
に
日
本
へ
渡
来
し
た

と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
北
村
博
士
は
米
沢
の

林
泉
寺
町
出
身
の
植
物
学
者
小
泉
源
一
博
士

の
弟
子
で
あ
り
、
京
都
帝
国
大
学
の
助
教
授

時
代
に
指
導
教
官
で
あ
っ
た
。
栽
培
品
の
キ

ク
は
分
類
学
上
で
は
１
種
類
で
イ
エ
ギ
ク
と

呼
ば
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
の
改
良
に
よ

っ
て
、
多
彩
な
タ
イ
プ
の
園
芸
品
種
が
誕
生

し
た
と
い
わ
れ
、
花
の
大
き
さ
に
よ
り
、
大
菊
、

中
菊
、
小
菊
と
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

キ
ク
の
花
は
古
く
か
ら
薬
用
や
食
用
に
さ

れ
た
と
い
う
。
特
に
私
が
興
味
が
あ
る
の
は

紫
紅
色
の
「
も
っ
て
の
ほ
か
」
と
い
う
食
用
菊

で
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
食
用
菊
と
し
て
約

１
７
０
年
以
上
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
「
干

し
菊
（
菊
の
り
）」
を
作
る
黄
色
い
品
種
の
「
阿

房
宮
」
だ
と
い
う
。
山
形
県
と
新
潟
県
で
よ
く

栽
培
さ
れ
る
紫
紅
色
の
「
延
命
楽
」
は
約
１
４

０
年
前
か
ら
の
栽
培
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
「
延

命
楽
」
が
あ
ま
り
に
お
い
し
い
の
で
“
嫁
に
食

わ
す
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
”
か
ら
名
前
が
来

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
名
前
で
は
現
代
の
嫁

さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
で
あ
る
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
「
米
沢
の
歴

史
を
見
え
る
化
」
に
、
置
賜
地
方
で
「
も
っ
て

の
ほ
か
」
の
中
か
ら
香
り
味
と
も
申
し
分
の

な
い
物
を
選
択
淘
汰
、
そ
の
結
果
で
き
た
も

の
が
遅
咲
き
で
花
の
色
が
白
っ
ぽ
く
変
化
し

た
、「
カ
シ
ロ
ギ
ク
」
で
あ
る
。
カ
シ
ロ
は
漢

字
で
書
け
ば
化
白
で
、
置
賜
が
生
ん
だ
日
本

一
の
食
用
菊
な
の
だ
、
と
出
て
い
る
が
そ
の

「
カ
シ
ロ
ギ
ク
」
と
や
ら
を
一
度
は
食
べ
て

み
た
い
も
の
で
あ
る
。 

ル
ー
フ
バ
ル
コ
ニ
ー
防
水
点
検
の
立
会
い

で
寮
に
行
き
、
帰
り
に
牛
越
橋
の
袂

た
も
と

の
元
小

松
英
二
有
為
会
仙
台
支
部
長
宅
（
現
在
は
マ

ン
シ
ョ
ン
）
の
前
に
同
じ
黄
と
白
の
菊
が
咲

い
て
い
る
の
に
気
付
い
た
、
寮
の
菊
の
出
ど

こ
ろ
は
こ
こ
だ
と
。 

（
仙
台
興
譲
館
館
長 

滝
口
政
彦
） 

 

 
 
 
 
 
 
 

編
集
責
任
者 

滝
口
政
彦 

 

 

寮の裏庭のキク 


